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TextMiningStudioを使った
論文データの解析事例

独立行政法人科学技術振興機構（JST）
イノベーション推進本部 情報提供部

落合 圭
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1. JSTのご紹介

日本科学技術情報センター（昭和３２年設立） 新技術開発事業団（昭和３６年設立）

統合（平成８年１０月１日）

独立行政法人 科学技術振興機構

平成１５年１０月１日

科学技術振興事業団

※新技術事業団に名称
変更（平成元年）

科学技術振興機構（JST）とは

（http://www.jst.go.jp/）
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科学技術振興機構(JST)の目的及び業務
■機構の目的
第３期科学技術基本計画（平成18 年３月28 日閣議決定）の実施において中核的な役割を担う機関として、わが国のイノベーション創出の源泉
となる知識の創出から研究成果の社会・国民への還元までを総合的に推進するとともに、その基盤となる科学技術情報の提供、科学技術に関
する理解増進活動、戦略的国際活動等を推進する。

研
究
者
の
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
研
究

技術シーズの創出を目指す
課題解決型基礎研究

研究成果の社会還元を目指す
産学連携・技術移転

科学技術情報の流通促進 科学技術の国際共同研究 科学コミュニケーション
の推進

研究開発に係る情報を総合的に
活用するための基盤整備

科学技術外交の強化に向けて、科
学技術ODAによる開発途上国等と
の共同研究や先進国との共同研究
を推進

子どもたち、家庭、市民、科学者、
為政者などの間に双方向の科学コ
ミュニケーションの場を推進

実用化

技術開発

民間企業

イノベーション創出を指向した研究開発

イノベーション創出を促進する基盤整備

z戦略的創造研究推進事業
z低炭素社会作り研究開発事業（新規）
z産学イノベーション加速事業 等

z研究成果最適展開支援事業(A-STEP)
z特許化支援事業
等

文献情報、研究者・研究機関情
報等の収集及び発信 z科学オリンピック

z日本科学未来館事業 等

青色LED抗インフルエンザマスク

【成果事例】

iPS細胞 鉄系高温
超伝導物質

zスーパーサイエンス
ハイスクール支援事業

the Innovation system of JAPANthe Innovation system of JAPAN ＜イノベーションの創出を担うＪＳＴのシームレスな活動＞＜イノベーションの創出を担うＪＳＴのシームレスな活動＞

国の科学技術政策や社会的・経済的ニーズを踏まえ、国
が定めた戦略目標の達成等に向けた課題解決型基礎研
究を推進

大学等の優れた研究成果の社会還元を目的
とした産学連携・技術移転を推進

【成果事例】

選択と選択と
集中集中

低炭素化技術、感染症、安心・安全等
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2. 科学技術文献データベース
「JDreamⅡ」のご紹介

1975年以降の国内・海外の
文献情報を搭載した有料
データベース
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（JDreamⅡの特徴）

１．科学技術の全分野を網羅的に収集しています
○ 国内外の科学技術分野の資料として、科学技術系のジャーナル、学会誌、協会誌等
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２．JDreamⅡは莫大なデータを搭載しています
○ 収録記事は、5,000万件以上（日本最大の科学技術文献検索システム）
○ 外国語の論文も日本語で抄録・索引がついています

３．我が国で最もよく利用されている科学技術文献検索サービスです

利用の多いオンラインサービス上位５位

（電子情報サービス２００8データベース白書改題ｰ経済産業省監修より）

１．COSMOSNET2000（帝国データバンク）

２.日経テレコン21（日本経済新聞社）

３．JDreamⅡ（科学技術振興機構）

3．TSR-VAN2（東京商工リサーチ）

５．@nifty（ニフティ）
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JDreamⅡの文献情報

外国語文献でも日本語検索が可能

要約文が高い確率で付与され
ているため、内容把握が容易

索引語で網羅的な検索を実現
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特許出願における非特許文献調査の必要性

学術論文、雑誌、図書、各社技報などの「非特許文献」は「特許文献」と
同様の公知文献で、先行技術調査や特許無効化調査等では、特許文献
同様に調査対象とされることをお薦めします。

研究・開発 特許文献調査

IPDL

特許出願 拒絶通知
「○○における××
の研究」日本太郎、
第1回△△学会予稿
集にて公知のため
新規性なし

これは特許が
取れる良い
発明だ！

念のために
同じものがあ
るかチェック

およそ30万円
をかけて弁理
士さんに出願
してもらう

非特許文献
で公知判断
お手上げ･･･

特許の異議取り消し案件における非特許文献の関与比率は約３割、また、関与した非特許文献のうち、日本国内
で出版された図書・雑誌は約７割強との報告があります※。

※非特許文献調査の実態把握と重要性に関する検証：知財管理、VOL.53,NO.9
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①ログイン方法

◆http://pr.jst.go.jp/jdream2/にアクセス◆

JDreamⅡの検索方法
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②検索画面（シンプルモード）

検索項目及び検索語を指定
します

検索範囲の絞込み項目
を指定します

検索実行
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③検索結果の表示

タイトル表示項目を
選択しタイトル表示

回答番号を選択し
回答表示

タイトル一覧から必要な
ものを回答表示
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④本文の入手

全文リンク情報があるとリンク
情報が表示されます

必要な文献にチェックをいれ
複写申込をクリックします

JDreamⅡに搭載されている文献は

原則として複写サービスで入手が可能

電子化されている文献

電子化されていない文献

郵送またはFAXにてお届け

電子化されていない文献
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JSTが整備している辞書データ
概要

JST科学技術用語シソーラス
（日本語版／英語版）

科学技術全分野における用語をその概念により用語間の階層関係を整理した約4万語を収
録しています。
●辞書データ収録語数 合計：101,748語
・シソーラス語： 39,798語
・同義語/異表記語：61,950語

日本語異表記辞書 科学技術用語の表記揺れを検索時に自動展開し、網羅的な検索を提供する。

蛋白質、たんぱく質、タンパク質、たん白質、タン白質を同一グループとして収録。

収録語数：14.9万語、グループ数：8.6万グループ （H22.7現在）
随時、追加中

機関名辞書 機関名の表記揺れを参照可能とし、網羅的な検索を提供する。
独立行政法人科学技術振興機構、（独）科学技術振興機構、JSTなどを同一グループとして収録

社名変更の履歴も収録。

特殊法人科学技術振興事業団、新技術事業団、日本科学技術情報センターなど

収録名称数：29.9万名称、グループ数：4.6万グループ（H22.7現在）
随時、追加中

大規模辞書 科学技術用語の同義語を参照可能とし、網羅的な検索を提供する。
BSE、狂牛病、ウシ海綿状脳症を同一グループとして収録

収録語数：54.9万語、収録グループ数：17.2万グループ（H22.7現在）
シソーラス用語への案内機能を併せもつため、化合物名称同義語データや日本語異表記辞書の収録内容と一
部、重複あり。シソーラス用語の同義語群も収録。

随時、追加中

JST化合物辞書 「日本化学物質辞書」中の、名称部分データです。体系名と慣用名など、現在約２８４万物質
データを収録し、年間１４万物質以上のデータが新規に登録されております。
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JDreamⅡデータ上の
機関名表記の異なりを統一

�正確な解析を実現するため、JSTにて名寄せ処理を実施します

¾例 「大阪大医」「阪大 レーザー研」「Osaka Univ.」 ⇒ 「大阪大学」

情報解析用途に利用する場合はJSTにて論文データの機関名の名寄せ処理を実施
辞書データの解析への利用
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シソーラスデータはユーザ辞書として利用が可能

清涼飲料(セイリョウインリョウ)
LS72

NT ジュース飲料
・ 果実飲料
・・ オレンジジュース
・・ ぶどうジュース
・・ りんごジュース
・ 濃縮ジュース
・ 野菜ジュース
・・ トマトジュース
炭酸飲料
・ コーラ飲料
乳飲料
・ 酸乳飲料

BT 飲料
・ 食品

用語の階層・同義関係を定義

・テキストマイニングの際の

用語の統制に活用

・対訳データも作成

Text Mining Studio類義語辞書での利用イメージ
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• 特許データの解析は一般的になっている
⇒論文情報を解析するメリットは？

– 大学・公的研究機関の動向把握

– 医薬・化学・素材分野における基礎研究など

基盤技術に関する情報の調査

– 研究進度が速い最先端分野の情報分析

– 特許の非公開期間の情報を補完

論文情報解析の有効性
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特許・論文情報の統合

特許情報と論文情報を統合して１つのcsvデータを作成する
論文の項目 特許の項目 統合後の項目

整理番号 公開番号 ⇒ 整理番号/公開番号

出願番号 ⇒ 出願番号

著者名 発明者 ⇒ 著者名/発明者
和文標題 発明の名称 ⇒ 和文標題/発明の名称

資料名 ⇒ 資料名

JST資料番号 ⇒ JST資料番号

ISSN ⇒ ISSN

巻 ⇒ 巻
号 ⇒ 号

ページ ⇒ ページ

発行年月日 公開日 ⇒ 発行年月日/公開日

資料種別 ⇒ 資料種別

記事区分 特許種別 ⇒ 記事区分/特許種別
発行国 公開国 ⇒ 発行国/公開国

言語 ⇒ 言語

分類コード ⇒ 分類コード

シソーラス用語 ⇒ シソーラス用語

準シソーラス用語 ⇒ 準シソーラス用語
物質索引 ⇒ 物質索引

IPCコード ⇒ IPCコード

Fターム ⇒ Fターム

FIターム ⇒ FIターム

ＪＯＩ情報 ⇒ ＪＯＩ情報
ＤＯＩ情報 ⇒ ＤＯＩ情報

論文フラグ 特許フラグ ⇒ 論文/特許フラグ

特許情報と論文情報の統合解析を行う際
の課題

JSTでは特許用語辞書を整備中

一般用語

⇔

特許用語

カーナビゲーションシステム 車載ナビゲーション装置

カーナビシステム 車載ナビ装置

車両ナビゲーションシステム 車両用地図表示装置

車両ナビゲーション装置 道路地図表示装置

車両用ナビゲーション装置

⇒特許情報には独特の言い回しが存在するため、テキスト
マイニングを行うと特許情報と論文情報でキーワードが
分離してしまう可能性がある

上記の点に留意する必要はあるが、特許と論文
情報を統合して解析を行うことは、書誌事項の
比較のし易さや論文・特許間の技術動向の違い
を把握する点から有用と考えられる。
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3. TextMiningStudioを使った特許・
論文データの統合解析事例

抽出条件と解析対象
テーマ：「電気自動車」に関する自動車メーカー４社の動向調査

�件数：2,616件
（うち論文：1,135件、特許：1,481件）

�論文発行日/特許公開日
：1993年1月～2010年8月
�論文情報は日本国内発行文献のみ
�特許情報は公開特許公報及び公表特許
公報のみ

論文・特許（「JDreamⅡ JSTPatMファイル」）

�和文標題
�抄録

�名称
�要約
�請求項１

� テキストマイニング対象項目

論文

特許

�検索条件
論文：
L1 電気自動車 /CT
L2 ハイブリッド自動車 /CT
L3 QG07020B/CC
L4 (L1 OR L2 OR L3)
L5 ("トヨタ自動車 株式会社"?/CS OR "トヨタ"?/CS OR "トヨタ自
動車"?/CS OR "トヨタ自動車 （株）"?/CS OR "トヨタ自動車株
式会社"?/CS OR "Toyota Motor Corporation"/CSS OR 
"Toyota Motor Corp."/CSS) OR ("日産自動車 株式会社
"?/CS OR "日産自"?/CS OR "日産自動車"?/CS OR "日産自
動車 （株）"?/CS OR "日産自動車株式会社"?/CS OR 
"Nissan Motor Company, Limited"/CSS OR "Nissan Mot. 
Co., Ltd."/CSS OR "Nissan Motor Co., Ltd."/CSS) OR ("本
田技研工業 株式会社"?/CS OR "ホンダ"?/CS OR "本田技研
工業"?/CS OR "本田技研工業 （株）"?/CS OR "本田技研工
業株式会社"?/CS OR "Honda Motor Company, 
Limited"/CSS OR "Honda Mot. Co., Ltd."/CSS OR 
"Honda Motor Co., Ltd."/CSS) OR ("三菱自動車工業 株式
会社"?/CS OR "三菱自工"?/CS OR "三菱自動車"?/CS OR "
三菱自動車工業"?/CS OR "三菱自動車工業 （株）"?/CS OR 
"三菱自動車工業株式会社"?/CS OR "Mitsubishi Mortors
Corporation"/CSS OR "MITSUBISHI MOTORS 
CORPORATION"/CSS OR "Mitsubishi Motors 
Corp."/CSS)

L6 L4 AND L5 AND JPN/CY 
特許：
L1 電気自動車 /AL
L2 （論文のL5と同じ）
L3 L1 AND L2

今回の解析はサンプルとして行うもので
本来は特許・論文ともより精緻な検索条
件を設定する必要があります
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① 論文・特許件数推移グラフ

基盤技術の特許は1990年代
に出願されている

2000年以降は論文への
発表が活発化
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② 論文・特許シェアグラフ

日産自動車様、三菱自動車
工業様は特許の出願割合
が高い

トヨタ自動車様、本田技研
工業様は論文の発表割
合が高い
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③ 機関別特許件数推移グラフ

三菱自動車工業様の特許

件数が2009年から急伸
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④ 機関別論文件数推移グラフ

本田技研工業様の論文発表
件数が2009年に急伸
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バッテリー、モーターなど具体的
な技術・用途に関するキーワード
が多い

⑤ 特徴語抽出（特許情報）
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燃料電池、環境に関する
キーワードが多い

⑥ 特徴語抽出（論文情報）
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⑦ 技術要素単語頻度分析（特許・論文）

「～性」を含む言葉の出現頻度をカウント

特許情報では、「剛性」、
「作業性」、「走行安定

性」などの言葉が多く
論文情報では、「耐久
性」、「静粛性」、「快適
性」などの言葉が多い
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⑧ 注目語情報（電池）

電池に関連したキーワード
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⑨ ことばネットワーク（キーワード：機関別）

機関ごとの頻出キーワード
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⑩ ことばネットワーク（機関のつながり：論文情報）

論文の共著関係をネット

ワーク化することで産学
連携の共同研究が進んで
いることが分かる
大学のみの共同研究
＝産業化のタネが存在？

このマップは自動車メーカー４社に絞ら
ない「電気自動車」分野の論文情報に
て作成
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⑪ ことばネットワーク（機関のつながり：特許情報）

特許の共同出願関係を
ネットワーク化
⇒企業同士のつながりしか
見えない

論文情報のチェックも重要

このマップは自動車メーカー４社に絞ら
ない「電気自動車」分野の特許情報に
て作成
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⑫ 詳細情報参照

容量劣化に関する詳細情報
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4. まとめ

特許情報＋論文情報の解析が研究開発活動、
知的財産管理業務の更なる効率化を実現します

¾投資すべき研究分野の選定

→当該分野の特許・論文情報を収集・解析して自機関を取り巻く環境を正確に把握、

重複研究の防止

¾特許戦略への論文情報の活用

→特許非公開期間の技術動向把握や無効審判への適応または防御、クロスライ

センス・共同研究先の選定
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JDreamⅡデータを解析するには

• JDreamⅡデータの解析を行う場合には、専用データの
ご購入が必要となります
（JDreamⅡの検索結果データをそのまま解析用途に用いることは約款上、禁止されています）

平成21年12月より数理システム様と
JDreamⅡ解析専用データの連携販売を開始

TextMiningStudio,VisualMiningStudio,S-PLUSなど

数理システム様取り扱いの解析ツールにて利用する場合に限り、

通常より割安の料金をご用意しています

料金の詳細やJDreamⅡデータ利用に関するお問い合わせは数理システム様営業窓口までどうぞ


